
白と黒と灰色と――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30分）
作／夢前黎
　

登場人物
　　大天使サラ　　　　天使ミッチー　　　　見習い天使ジャック　　　　須藤 裕太（スドウ ユウタ）

　　小悪魔リゼ　　　　大悪魔ジルハルト


サラと裕太が向かい合っている。

サラは椅子に腰掛けているが、裕太は立っている。

裕太
あれっ、ここは？

サラ
ここは天界。我々天使が生活している世界です。

裕太
あなたは……？
サラ
私はサラ。大天使です。今が時だと思って、あなたをここへ連れてきたのです。
裕太
そういえば、僕、車にはねられたんだっけ……。ってことは、僕は死んじゃったってことですか！？
サラ
須藤裕太。
裕太
あーあ、たった23年の短い人生だったなあ……。

サラ
須藤裕太！
裕太
僕は何て不幸なんだろう……。

サラ
須藤裕太！！（ピコピコハンマーで裕太の頭を叩く）
裕太
うわっ！
サラ
私の質問に答えなさい。
裕太
……はい、何でしょう？

サラ
８年前のことを、覚えていますか？

裕太
８年前……？ いやー、僕は普通の中学生でしたよ。

サラ
普通の？ そうですか。では、一生を振り返っての反省を述べなさい。

裕太
あのー、これってもしかして、天国に行くか地獄に行くかを決める審査なんですか？

サラ
だったらどうだと言うのです。天国に行くために嘘をつきますか？ そんなことをしても、私には全てお見通しですよ。何と言っても、大天使ですから。さあ、正直におっしゃい。

裕太
そう言われても……。特に反省なんてないですよ。

サラ
23年間生きてきて、何の反省もないのですか？

裕太
うーん、あるとすれば――

裕太が何か言うが、そこにリゼとジャックが騒ぎながら走ってきて掻き消される。リゼとジャックは一直線に舞台の端から端まで駆けていき、そのままはける。

サラ
もう一度、大きな声で言ってください。
裕太
嫌ですよ、恥ずかしいもん。

サラ
（いきなり柄が悪くなって）地獄に落とすぞ、おらぁ。
裕太
い、言います、言います。

裕太は深く息を吸って叫ぶ。

裕太
僕は中学生になってもおねしょしてましたあああ！

間。

サラ
そんなことですか。つくづくあなたには失望しましたよ。恥ずかしいと言うから、自分の罪をそこまで悔いていたのかと期待したのに。

裕太
そんなことって……。僕の勇気をほめてくださいよ。

サラ
勇気ですって？ その程度のこと、恥ずかしくもなんともない。私なんて、枯れ葉をゴキブリと見間違えて大慌てしたあげく、ドブにはまったところを恋人に見られたんですから。
裕太
……あなた、本当に偉い天使なんですか？

そこへ、リゼとジャックを捕まえたミッチーがやってくる。

ミッチー
サラ様、犯罪者を捕まえました。

サラ
あら、ミッチー。どうしたのです、ただの見習い天使じゃありませんか。

ジャック
そうっすよ、オレは見習い天使のジャック！ 

リゼ
同じく見習い天使のリゼ！ 私たち、何にも悪い事してないよー。

ミッチー
サラ様、この娘は天使などではございません！ よーくご覧下さいませ、小汚い悪魔でございます！

サラ
言われてみれば……（リゼをよく見て）マジだ、ヤバっ！ 天使が悪魔と個人的な理由で行動を共にするのは、永久追放に値する犯罪ですよ。
ジャック
ええっ、そうなんすか？

サラ
悪魔にいたっては、無断で天界に足を踏み入れたら死刑です。

リゼ
えっ……。う……うわーん！


リゼがわんわん泣くので、あまりのうるささに、ミッチーはリゼ達を放してしまう。

リゼ
死にたくないよー！


裕太は事態が飲み込めていないが、それ以外の人は耳をふさぎながらなだめようとする。

サラ
大丈夫ですよ。あなたはまだ子供ですから、いくらか刑は軽くなります！

リゼ
（ぐずりながら）本当に？

ミッチー
サラ様！ こいつは小さくても悪魔なのですよ！？ そのような甘いことをおっしゃられては困ります！

ジャック
待ってください！ オレがリゼを連れてきたんです。悪いのはオレっす……。
サラ
そうですか。いつから交際を始めたのです。

ジャックとミッチー
ぶっ……！
リゼ
こうさい？

ジャック
違いますよ、オレたちゃただの友達っす。フレンドっすよ。

サラ
ガールフレンドなんだって。（と、聞こえよがしに裕太に耳打ちする）

ジャック
だああああ！
裕太
よく分からないけど、とにかく何か大変なことになってるんですね？

サラ
そうです、大変なことになりました。見習い天使ジャックは、年下が好みのようです。正直におっしゃい、どこまで行ったの？
ミッチー
サラ様、いい加減にしてください。

リゼ
（恐る恐る）そこにいるのは……人間？
裕太
そうだけど？


リゼ、引く。

裕太
えっ、何だよ急に。僕はロリコンじゃないよ。

リゼ
人間は平気で人を傷つけるもん。近寄っちゃだめってパパに言われてるの。……パパ……。ううっ、パパ、パパに会いたい……。（またぐずりだす）

何となく辺りに倦怠感が漂う。


そこへジルハルトが登場する。

ジルハルト
パパのかわいい娘はどこだー！

リゼ
パパ！ （手を振りながら）パパのかわいい娘はここだよー！

ジルハルト
パパのかわいい娘はそこかー！


ジルハルト、猛進。

ジルハルト
リゼ～！
リゼ
パパ～！


二人は抱き会って感動の再会を果たす。

サラ
あなたは……大悪魔ジルハルト！

ジルハルト
お前は……大天使サラ！
サラ
とすると、その娘は……！？
ジルハルト
そうだ。あれから８年になるな。元気にやってたか？
ミッチー
ちょっとあんた、ちゃんとパスポートはあるんでしょうね。いや、その前に、サラ様のお知り合いなの？

ジルハルト
質問は一つずつ言いたまえ。はい、これ、パスポート（と言いながら、つぎはぎだらけのぬいぐるみを渡す）。
ミッチー
……ちっ、本物だな。
ジルハルト
そして、何を隠そう、私はサラの元夫だ！
サラ
ぎゃああああ！（ピコピコハンマーでジルハルトを叩きながら）そんなことがばれたら、私が裁判にかけられちまうだろ、このボケナスっ！ スキャンダルだよ、スキャンダル！ ……あ、皆さん、誰にも言ってはなりませんよ。ほほほほ……。（と言いながら口止め料をみんなに渡す）
裕太
何ですか、これ。

サラ
見れば分かるでしょう、口止め料です。
ミッチー
サラ様……（ため息）。

ジャック
公然と不正を働くような人が大天使かよー。天界も落ちたもんだね。

リゼ
あれ、ってことは……。この人、私のママなの！？

間。

サラ
そうですとも、私のかわいいリゼ。さあ、こっちへおいで。

ミッチー
サラ様！ だめです、例えあなたのお子様であろうと、そやつは悪魔でございますよ。天界にいることさえ許されないと言うのに……。

サラ
おだまりなさい！ この子は悪魔ではありません。半分は天使です。天使と悪魔のハーフについては、法律上何の制約もないのですよ。ほら、リゼ、どうしてお母さんのところに来ないの。

リゼ
……あなたはママじゃないから。
サラ
えっ？

リゼ
だって、ほんとのママだったら、自分から魔界へ来てくれたはずじゃない！ どうして会いに来てくれなかったの？ 私、寂しかったんだよ？
サラ
それは……パパとママが離婚したからですよ。

裕太
どうして離婚なんか……。種族のしがらみを超えた、命を懸けた恋じゃなかったんですか？
サラ
あの事件さえなかったら……。
ジルハルト
あれはお前がリゼをちゃんと見ていなかったからいけないんだ。

サラ
まあ、私が仕事で忙しいことを知ってたくせに家事を手伝おうともしなかった、あなたのせいじゃなくて？

ジルハルト
うるさい！ ドブ落ち女め！


サラはショックを受けて泣き出す。

ミッチー
悪魔め、何ということを！

ジャック
大天使さま、何でもいいから言い返せ！

サラ
このメタボリック！

ジルハルト
うわーん！（泣く）このポンポコピーのポンポコナー！

サラ
チョウキュウメイノチョウスケ！

乱闘。魔法も駆使する。サラの武器は、もちろんピコピコハンマーである。ジルハルトは杖。リゼはひたすら止めようとしている。ジャックは面白がって見ている。ミッチーはサラの身代わりになろうとしている。実況中継は裕太。
裕太
さあ始まりました、世紀の大決戦、大天使VS大悪魔！ 実況中継は私、須藤裕太が務めさせていただきます。


おおっと、サラの攻撃！ ジルハルトは15のダメージを受けた！

ジルハルトの攻撃！ サラはひらりと身をかわした！


ジルハルトの攻撃！ つうこんの一撃！ ミッチーは100のダメージを受けた！


ミッチーは薬草を使った！ しかし、なんと薬草は腐っていた！ ミッチーはおなかを壊した！ ジャックがそれを笑って見ている！


サラの必殺技！ ピコハズン！ ジャックは75のダ――
リゼ
やめてよ！！

静まり返る。脱力。

ジルハルト
そもそも、お前が一番悪いんだぞ。

裕太
えっ、僕が？

サラ
本当に覚えていないのですか？ ８年前の事を。

裕太
さあ……。高校受験で大変だったということは覚えてますが……。

ジルハルト
それだけか？ このぬいぐるみに見覚えは？（と言って、パスポートのぬいぐるみを差し出す）

裕太
……？
ジルハルト
８年前、サラに構ってもらえなかったリゼは、フラフラと一人歩きした。その時、あの子はまだ４歳だった。

サラ
リゼは、うっかり人間界に降りてしまった。そこで須藤裕太、あなたと出会ったのです……。

裕太
え、僕と？

ジルハルト
まだ思い出さないか。では、思い出させてやろう。


ジルハルトが裕太に魔法をかける。裕太が頭を抱えているうちに、リゼ以外の人がいなくなっている。

舞台は８年前の路地。


リゼはぬいぐるみで遊ぶのに夢中になっている。


そこへ、中三の裕太が通りかかる。（塾に行く途中なので私服で良い）

裕太
あー、もうやだ。勉強なんてやめてやる！ 塾なんか行くもんか。あれ、何か子供がいるぞ。何人（なにじん）だ、ありゃ。変な服。気晴らしにちょっといじめてやろう。後から、迷子になって泣いてましたって言って交番に連れて行けば、サボりの言い訳もできるしな。

裕太がリゼに寄っていく。リゼが裕太に気がつく。

裕太
やあ。お兄さんも入れてよ。

リゼ
いいよ。
裕太
何して遊ぼうか。
リゼ
ぬいぐるみ！（ぬいぐるみを裕太に差し出す）

裕太
へえ、かわいいぬいぐるみだね。（わざと落とす）あっ、ごめん、落としちゃった。

リゼ
（ぬいぐるみを拾って）いたいのいたいのとんでけ～！ はい。（裕太に渡す）
裕太
（さっきより強く地面に叩きつける）あ、ごめんね。


リゼはまた拾っておまじないをし、裕太に渡すが、またもや裕太は激しく地面に投げつける。それを拾ったリゼは、しっかりとぬいぐるみを抱いて、もう裕太に渡そうとはしなかった。

裕太
どうしたの、お兄さんに貸してよ。

リゼ
いや！
裕太
貸してってば。

リゼ
いやぁ！
裕太
ほら、貸せって。

裕太は嫌がるリゼからぬいぐるみを取り上げる。


そのぬいぐるみを、はさみで八つ裂きにする。（踏みつける程度でも可）

リゼは「やめて」と泣き叫びながら裕太に寄っていく。


転んだリゼに、ぬいぐるみの残骸を投げつけて、裕太は満足する。が、ジルハルトが現れる。
ジルハルト
うちの子に何するんだー！
裕太
うわっ……。おじさん、この子のお父さんでいらっしゃる？

ジルハルト
いかにも。私は大悪魔ジルハルトだ！ リゼちゃん、泣かないで、よしよし……。

裕太
大……悪魔……？ これは夢なんだ。うん、そうに違いない。帰って寝よう！


裕太は、ジルハルトがリゼをあやしている間に逃げる。


入れ替わりに、サラが駆けつける。

サラ
ああ、リゼ！ かわいそうに……。


だが、ジルハルトはサラにリゼを任せようとはしない。

ジルハルト
お前がいけないんだぞ。お前が目を離すからこんなことに……。

サラ
何よ、あなた、今日は休日でしょう？ どうして家に帰ってこなかったの！ 私はもう疲れたんですよ！

ジルハルト
天使のお前に何が分かる！ 魔界の仕組みがお前に分かるか？ 悪魔の仕事がお前に分かるか？ 分からないだろう？ 知ったような口を利くな！
サラ
じゃあ聞きますけど、あなたには天界の仕組みが分かるんですか？ 天使の仕事が分かりますか？ 毎日毎日、人間の醜い心を覗いていなければならない私の気持ちは？ 分からないのはお互い様ではありませんか。

ジルハルト
……そうだな、分からないよな。私達は天使と悪魔。異なる種族。決して完全に分かり合えることなどない……。

サラ
ねえ……帰りません？

ジルハルト
帰らない。

サラ
えっ？

ジルハルト
別れよう。

サラ
どうして！

ジルハルト
別れた方がリゼのためだ。天使と悪魔……。血に従ってその両方になろうとしても、天使にも悪魔にもなれないのが落ちだろう。それならばいっそ、最初から片方の道だけを進んだ方が、幸せなんだ。
サラ
そんな……。

ジルハルト
それに、もうお前に任せてはいられない。信用できない。リゼは私が育てる。幸い、リゼは「天使っぽい悪魔」に見えないこともない。だから、リゼは魔界に連れていく。いいな？

サラ
私達は、もう会えないのですか？

ジルハルト
離婚するんだから、そうなるだろうな。
サラ
そうですか……。


ジルハルトがリゼを連れていく。その後ろ姿をじっと見つめるサラ。
サラ
……さようなら。


元の舞台に戻る。

ジャック
そんなことがあったんですか。

ミッチー
この人間、相当悪い奴ですね。（冷たい目で裕太を見る）
サラ
今頃は大人になって、自分の過ちに気付いているだろうと、そう思って彼を呼んだのに……。気持ちよく忘れているのです。許せるはずがありますか。

裕太
すみません……。

ジルハルト
謝ってすむという問題じゃない。君は自分の罪を罪とは思わずに過ごしてきたんだ。そういうことだろう？

裕太
だって、夢だと思ってたんですから、しかたないでしょう。

ジルハルト
いいや、君の過ちはこれだけじゃないはずだ。よく考えてみたまえ。

裕太
……。

リゼ
あの、さ。

両親
（同時に）何？ ……あ。

リゼ
パパ達、再婚しないの？

ジルハルト
するわけないだろう？ だいたい、天使と悪魔が共生するというのはありえないんだ。リゼも、あんな見習い天使と一緒に遊んでちゃあ駄目じゃないか。

リゼ
どうして？ どうして天使と悪魔は一緒にいちゃいけないの？

サラ
それはね、お互いを守るためですよ。
ミッチー
昔、まだ天界と魔界の区別がなかった頃、天使も悪魔も同じ空気を吸い、同じ土を踏んでいた。だが、両者の争いは絶えなかった。考え方が全く違ったからである。

ジャック
あ、何かそれ、学校で習ったような気がする。
ミッチー
そこで、当時の大天使と大悪魔達は会議を開いた。どうすれば無駄な争いがなくなるか？
ジャック
会わなきゃいいんだ。そうすれば、傷つけることもない。

リゼ
それじゃあ、分かり合うこともできないじゃない！

ミッチー
彼らは天界と魔界の境界線を引いた。その日から、天使と悪魔は、顔を合わせることがなくなった。
ジャック
やがて、天使は子供の頃から、「悪魔は悪くて小汚い奴らだ」と教わって育つようになる。実際に会ったこともないのに、子供達はそれを信じ、大人になっていった。
リゼ
悪魔も同じように、「天使はずるくて欲張りな奴らだ」と教わって育てられたよ。でも、間違ってた！ ジャックはずるくて欲張りなんかじゃないもん。楽しい遊び仲間だよ。
ジャック
悪魔も天使も、本質的には変わらない。ただ、所属している社会の制度が、違うだけなんだ。
リゼ
異質なものを排除することによって、自らを保とうとする。それは私達が弱いから？
ミッチー
そうしなければ、世界の均衡は保てない。秩序のための制約だ。

ジャック
どんなに秩序を守ろうとしても、必ず異質なものは存在する。そのたびに制約をかけていたら、何も残らない。
リゼ
私達が強くなればいい。

裕太
そう、強くなればいい。でもそれは難しいことだよ。
リゼ
だからと言って、流れに身を任せるの？

裕太
僕はそうだった。でも、意識してそうしていたわけじゃない。気づかなかったんだ。
サラ
それがあなたの罪？
裕太
僕は、目立たない人間だった。目立ちたいとも思わなかったし、自分から何をしようと言うわけでもなかった。周りが決めたことを、何の疑いもなく、正しいと信じていたんだ。
ジルハルト
あいつってとろいよなー。

裕太
誰かがそう言えば、僕はそれに同意した。罪悪感はなかった。なぜって、僕が言い出したことじゃないからさ。僕は社会に従っているだけ。その社会からはみ出ている者の方が罪なんだとさえ思っていた。
サラ
あなたの罪は何なの？

裕太
僕は常に善人面をしていた。実際、僕は自分を善人だと思っていた。だから、気づかなかったんだ。社会に同意することによって、傷つく人がいるなんて。いや、彼らに傷つくような心があるということにさえ、気づいていなかったのかも知れない。


……僕の罪は、自分に罪があると気づかなかったことなんだ。

リゼ
人間のお兄ちゃん……。

裕太
ごめんね。謝っても許してはもらえないだろうけど……。８年前のあの日、僕は意気揚々と君をいじめたよ。異端者になら何をしても罪にはならないと思ってた。はみ出てるほうが悪いと。おかしいね、僕。狂ってる。
ジャック
そうゆうふうにあなたを洗脳してしまった、人間界がおかしいんすよ。

リゼ
でも、魔界と天界も、おんなじくらいおかしいよね。

ミッチー
なんてことを言うんですか！ 悪魔はともかく、我々天使を人間などと一緒にしないでください！

サラ
……あなたも須藤裕太と同じなのですね。

ミッチー
なぜです、なぜ、私とこんな人間が……！

サラ
異質なものを認めない……。結局、あなたは悪魔も人間も認められていないではありませんか。
ミッチー
認める必要性がないからです。認めたところで、いったい何になるというのですか。あなたのような裏切り者を援助するためですか？

サラ
ミッチー……。

リゼ
お兄ちゃん。

裕太
なんだい？
リゼ
許してあげる。８年前のこと。

裕太
えっ？
リゼ
その代わり、生まれ変わっても今の気持ちを忘れないでね！ 約束だよ！
裕太
（微笑んで）うん。

風の音が聞こえる。

ジャック
今日は「風夢幻」をするのにいい風が吹いてるね。

ジルハルト
かぜむげん？
リゼ
私たちが大好きな遊びだよ。みんなでやろうよ！

サラ
どうやるの？
裕太
それって人間の僕にもできる？
リゼ
やり方さえわかれば、誰でもできるよ。

ジルハルト
パパもやるー！
ミッチー
私はお断りですからね。そんな子供の遊び。

ジャック
えー、ミッチー先輩もやりましょうよ。

サラ
命令です。やりなさい。

ミッチー
はい……。
リゼ
じゃあ、やり方を説明するね！

ジャック
まず、目を閉じて、風の声を聞いて。

耳を済ませていると、風に混じって笑い声（くすくす）が聞こえてくる。

ジャック
羽の生えた卵みたいなものが見えませんか？

サラ
あ、何かいます！
裕太
ホントだ！
ジャック
それにゆっくりゆっくり手を伸ばして……。
ジルハルト
捕まえるのか？
リゼ
やさしく手で包み込むの。
ミッチー
あ、逃げられた……。

皆ぞれぞれ、思い思いの方向に手を伸ばして、卵を捕まえる。

ジャック
捕まえられたら、そっと目を開けてください。

皆、目を開ける。

ジャック
今皆さんの手の中にあるのは、「夢の卵」です。
ミッチー
夢の卵？

ジャック
みんなに夢幻、つまり幻を見せてくれるんです。それも、オレたちにしか見えない、共通の幻を！
ジルハルト
へえー。
リゼ
みんなの夢が混ざり合うの。今日はどんな夢幻が見れるかな？

ジャック
さあ、いっせいに手を開いて。せーの！


皆いっせいに手を開く。その瞬間、幻に包まれる。
不思議な音（鈴とか、しずくが落ちる音とか。あるいは、旋律的でない同じ音の繰り返しの曲でも可）が断続的に鳴っている。

ここは裕太の中学生時代の教室（と、皆は思っている）。ミッチー以外の５人がいる。

ジルハルト
あいつってとろいよなー。
裕太
うん、何かねー。


ジルハルトと裕太はリゼに近寄る。

ジルハルト
うわ、くっせー。お前フロ入ってんの？

リゼ
……。（うつむく）

ジルハルト
答えられないんだ？ じゃあ本当に……。

サラ
何言ってんの！？ あんた達がそんなふうに言うから答えられないんじゃない！ ねえ、大丈夫？

リゼ
うん、ごめんね、サヤカ。

ジルハルト
（マネ）ゴメンネ、サヤカ。
サラ
私、先生に言いつけるから！

サラが去る。リゼは独りになる。

ジルハルト
鈴木は何でそんなにくさいんだ？ 制服、毎日おんなじなんじゃないの？ おい、須藤、見て来いよ。
裕太
あ、ホントだ、黄ばんでる。

リゼ
……洗ってるよ？

ジルハルト
あー、これは異国の香りだな。お母さん、外国人なんだろ？ お母さんもこんなにくさいの？

リゼ
お母さんまで巻き込まないでよ！（立ち上がる）

ジルハルト
あーあ、やだね、興奮しちゃって。鼻息うるせー。

裕太
息くせー。


リゼはジルハルトに掴みかかろうとするがよけられる。リゼは勢い余って転ぶ。

ジルハルト
見ろよ、やっぱとれー。

裕太とジルハルトが嘲笑する。リゼが泣き出す。ジャックが立ち上がる。
ジャック
おい、春田！ 教室の空気壊して、そんなに楽しいかよ。

ジルハルト
うわー、岡崎、鈴木の事好きなの？
裕太
ヒューヒュー♪

ジャック
うるせぇ！ お前らそんなことして、何が楽しんだよ！


そこへ、サラとミッチーが駆けつける。

サラ
道川先生、こいつらです、リーザをいじめてるの！

ミッチー
春田くん、どうして問題ばかり起こすの？ こっちはいい迷惑よ。

リゼ
（泣きながら）先生、すみません――

ミッチー
（さえぎって）鈴木さんも、いい加減にしなさいよ。鈴木さんがすぐ泣くから、男子がおもしろがるんじゃない。

サラ
道川先生！ ねえ、春田がいけないんだからね！？ リーザに謝って！
ジルハルト
（マネ）リーザニアヤマッテ！

ミッチー
春田くんが謝れば鈴木さんも泣きやむわよ。謝りなさい。


どこからともなく（舞台袖から）「謝れ！」という声が聞こえる。そのうち、その数は増えてくる。手拍子を打ちながら「謝れ」「謝れ」……。それにサラが乗り、やがて裕太が乗る。

ジルハルト
何だよ、お前ら……。さっきまで鈴木をからかってたくせに！ おい、須藤！ （無視される）何だよ、何なんだよ一体っ！

ジャック
やめろよ！！

静寂。

ジャック
何でみんなで仲良くできないんだよ。何でそのくらいのことができないんだよ。オレは嫌なんだよ！ みんなで楽しく騒ぐのが、オレの夢だったのに！ オレ達、もうすぐ卒業するんだぜ？


間。

ジャック
いいのかよ、このまま終わって！

リゼ
そんなのやだ！
ジャック
だろ？ なあ、お前らもそうだろ？ オレは金ねぇから高校行けねえけどさ、みんな行くんだろ、高校！ 高校行ってから後悔したって、遅いんだぞ！
サラ
……そう、だよね。私達、クラスメートなんだもんね。

ジャック
38人、みんなで３年２組。

裕太
このクラスは37人だけど。

ミッチー
先生を忘れちゃだめよ、須藤くん。
リゼ
38人、みんなで３年２組！

ジルハルト
俺も？ 俺も入れてくれるのか？

リゼ
うん！ 私、におうかも知れないけど。春田くんが嫌じゃなければね。

ジルハルト
お前、案外おもしろいやつだな。今までいじめてたのが恥ずかしいぜ……。ごめんな、くさいと思ってたの、実は俺の汗だったんだ！


皆、温かく笑う。

ミッチー
お別れ会でも開かない？
裕太
あ、いいですね、それ！

サラ
どこでやる？
ジャック
焼肉屋！

リゼ
それならみんなでバーベキューしたい！

ジルハルト
俺んち、バーベキュー場だから、みんな来いよ！

サラ
えっ、それいい！
ミッチー
行こう行こう！

裕太
バーベキューだー！

リゼ
私、マシュマロ焼きたい！


とか言いながら教室から出て行く。


不思議な音も、遠ざかっていく。やがて聞こえなくなる。それと共に、夢幻が消滅する。
ミッチー
……夢幻なんて、所詮ただの幻。
ジャック
でも、鏡より正確に、俺たちの心を映し出すんですよ。ミッチー先輩も、本当は……。

ミッチー
（図星）馬鹿なこと言ってないで。あんな都合のいい話、あるわけないじゃないですか……。
裕太
僕の本当の過去では、みんなを仲良くさせようとした岡崎がいじめられたんです。お別れ会には、岡崎、来なかった……。それ以来会ってません。
リゼ
そうだったんだ……。
サラ
あのハーフの子は？

裕太
鈴木リーザですか？ 彼女は、高校生になったらすっかり元気にやってましたよ。中学校では、結局、最後まで浮いてたけど……。

ジルハルト
春田は？

裕太
あの事件の後も変わらなくてね……。なんか、高校でも不良だったらしいです。でも退学になったそうですね。あいつ、今頃どうしてるかな……。

ジャック
現実は、そんなものなんすかね。

サラ
何か、納得いきませんね。
ミッチー
納得のいくような結果を望むことが、すでに間違っているのですよ。

ジルハルト
最初から諦めろと言うのかね。君はそれでいいのか？

ミッチー
私は知っているのです。理想を追い求めるあまり、全てを失ってしまうこともあると……。さあ、もう気が済んだでしょう。さっさとお帰りなさい。
ジルハルト
そうだな、そろそろお暇させてもらうとするか。
リゼ
うん！ 今日はママにも会えて、とっても嬉しい日だったよ。人間のお兄ちゃんとも仲良くなれたし。（サラを見る）ママ、また会えるよね。

サラ
ええ、いつでもいらっしゃい。あなたは天界と魔界を自由に行き来できるのですからね。

リゼ
うん！ ママ大好き！ じゃあね、ジャック、また明日―！

ジャック
バイバーイ！（帰る）

ジルハルトとリゼが帰ろうとする。

サラ
……あなた。

ジルハルト
ん？
サラ
メアド、交換しません？ メールならばれませんから。
ジルハルト
ああ……。赤外線あるか？
サラ
ありますよ。ほら。


メールアドレスを交換する。

サラ
お互い、よりよい世界をつくりましょうね。

ジルハルト
そしたら、一緒に暮らそう。
サラ
えっ……！


ジルハルトはリゼを引っ張るようにしてテレながら帰る。


サラは静かに椅子に座る。

サラ
本当に……天界と魔界がまた一つになれたらいいですね。

ミッチー
サラ様、またそんなことをおっしゃって！ それでは争いが起こるだけです。

裕太
ミッチーさんも素直じゃないですね。

ミッチー
少数の天使と悪魔のために、大多数の住民を危険にさらすようなことがあってはなりません。それはあなたもお分かりでしょう？

サラ
（ケータイを操作しながらうっとり）登録完了っと。

ミッチー
あなたにはつくづく失望しました。辞表を出させていただきます。他の、まともな大天使のもとで働きたいと思います。
サラ
そう……。
ミッチー
ご安心ください、あなたのスキャンダルは公表しませんよ。腐っても、長年お仕えしたサラ様ですから。


ミッチー、会釈をして去る。
サラ
須藤裕太。
裕太
はい。

サラ
あなたには、人間界に戻ってもらいます。

裕太
ええっ、僕は交通事故で死んだんじゃあ……？

サラ
一度も死んだなんて言っていませんよ。あなたの体は、今頃病院で順調に回復しています。じきに意識も戻るでしょう。これがどういうことだか分かりますか？ あなたには、もう一度チャンスがあるのですよ。

裕太
つまり、僕はやり直せるんですね！
サラ
そこで、あなたに頼みがあります。

裕太
何でしょう？
サラ
人間界で、異なる種族同士でも共存できるということを、証明してほしいのです。

裕太
僕が、ですか？
サラ
ええ。お願いですよ。私は勇気がほしいのです。天界と魔界をつなぐ勇気が。

裕太
……分かりました。やれるだけのことはやってみます。

間。

サラ
……さあ、そろそろ行く時間ですよ。
裕太
はい。お元気で。娘さんにもよろしくお願いします。


裕太はお辞儀をして去る。


残されたサラは、一人書類を書き始める。ふと何かに気付き、ケータイを確認する。

サラ
あら、ジルハルトからメールだわ！（ケータイを開く）
ジルハルト
（舞台袖から）愛してるよー、サラ！

サラ
まあ！

サラは嬉しそうにメールの返信を打ち始める――。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完
備考
· 天使は生まれながらにして力の強さが違うので、地位と年齢が比例しない（ということにしておいてください）。ここではミッチーが一番年上です。彼女は昔の事も実際にその目で見てきたと考えられます。

· 風夢幻での教室は、元の舞台セットを教室の机に見立ててください。リゼとジャックには必ず席があるように。
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